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試験では吸湿率は1/2に，吸水率は1/3になりました。
さらに木材成分が変化することで木材腐朽菌に対する
耐性が向上します。積層材のローステッドアッシュを
屋外側に，ホワイトアッシュを屋内側に向けることで，
高耐久性と室内での明るい素材感を両立させています
（写真1）。現在では，木製窓の約7割でホワイトアッ
シュ・ローステッドアッシュ積層材を使用しています。
また，道産製品を望まれるお客さまには素材での耐
久性が高いカラマツをお勧めしています。カラマツ
は，全てではありませんが当社の社有林からの伐採木
も利用しています。

2.3　窓の性能
窓には，断熱性，気密性，水密性，耐風圧性，遮音
性，防耐火性などが求められます。このうち，断熱
性，気密性，水密性，耐風圧性は住宅の立地環境や規
模によらず，常に求められる性能です。当社では，
W1180×H1180サイズの回転窓を試験体として断熱
性，気密性，水密性，耐風圧性を評価し，いずれも高
い性能値を得ています（試験機関：北海道立林産試験
場（現・道総研林産試験場））。
窓の断熱性能は熱貫流率で示され，熱貫流率が小さ
いほど良いということになります。当社の窓の断熱性
能を表3に示します。また，参考として窓の断熱性等
級の規格値を表4に示します。FIX窓，回転窓，テラ
スドアはH-7相当の，ヘーベシーベはH-6相当の断熱
性能を持っています。北海道の住宅に求められている
断熱性能は熱貫流率で2.33（W/m2K）以下，すなわち

「H-5」以上ですが，その値を十分に上回っています。

3．使用事例
近年の木製窓出荷数量を表5に示します。なお，参
考として木製ドアについても示しました。これらは一
般住宅での利用が出荷数量の7～8割を占めています。

住宅の木外装とマッチしている使用事例を紹介しま
す（写真2）。

窓を含めた木製品は当社銭函工場のショールームで
ご覧いただくことができます。また，木と暮らしの情
報館（旭川市）には，窓（表6，写真3），玄関ドアを
出展しています。
　

4．これから
外気にさらされる木製窓は暮らし方やお手入れなど
によって状態が変わります。JAPAN BUILD TOKYO
では建築関係者の来場者さんに，メンテナンスなどに
ついて家の作り手ならではのご意見，ご要望をいただ
きました。今後も建築家や工務店さんに伴走しながら
製品をアップデートし続けていきます。
現在，為替や国際情勢などの影響を受け，海外産木
製窓の取り扱いが以前よりも難しくなる傾向が感じら
れています。さらに，新築建築物に対する省エネ基準
への適合義務付けが1年後（2025年）に迫っていま
す。海外産木製窓から道産（銭函産）木製窓へ，そし
て二酸化炭素排出量の大きい窓から，二酸化炭素固定
能の高い木製窓にチェンジしていただけるよう，今後
も木製窓の普及に努めていく考えです。
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北海道の住宅では，開口部からの熱損出割合が壁全
体の熱損出量と同程度1)で，住宅全体の断熱性能を高
めるためには開口部の性能向上が欠かせません。2023
年12月，JAPAN BUILD TOKYO－建築の先端技術展
－のHOKKAIDO WOODブースで（株）新宮商行の
高断熱木製窓が展示されました。そこで，木製窓生産
を担当されている乙丸氏，展示会出展を担当された中
南氏にお話を伺いました。（文責：普及協会・菊地）

１．はじめに
当社は木材販売および土木建築請負業として1906
年に創業し，「森をはぐくみ，木を活かす」をモッ
トーに木に携わってきました。現在，小樽市銭函と釧
路市新釧路町の2工場で木製品を製造し，全国で約
5,000haの社有林を経営し，国内外の林業用機械を取
り扱うことで林業機械化の一翼を担っています。
扱っている木製品は，主に住宅用の内外装材，床
材，集成材，室内ドア，玄関ドアそして窓となってい
ます。窓は，1970年代の初頭に当社の2代目社長が北
欧の木製窓を現地で見たことが取り扱うきっかけにな
りました。当時，北海道の窓はアルミサッシが主流で
したが，それは断熱性に乏しく，冬期間の結露や結露
水の凍結が悩みの種となっていました。一方，北海道
と同様の寒冷地である北欧では木の断熱性を活かした
木製窓が主流でした。そこで，当社では北海道の住宅
に適した木製窓の開発・製造をめざし，世界中の木製
窓を集め，その技術を研究するところから始めまし
た。50年前のことになります。5年間ほどかけておお
よその仕様を固め，さらに5年かけてラインナップを
整え，1980年4月に木製窓「オリンピアウィンドウ」
の販売を開始しました。以来40年以上，検証・改
良・工夫を重ねながら，寒冷地の建物に適した木製窓
の供給を続けてきています。

2．窓の仕様
2.1　窓の形状
　窓は，求められる機能やデザインに応じ，その種

類はきわめて多様です。当社が提供している窓の種類
は表1のとおりです。

2.2　材料の種類
窓に使用している材料は表2のとりです。

木材を屋外で使用する場合，耐久性の維持が大きな
課題で，木製窓についても同様です。木製窓の屋外に
面する部位の風雨やカビなどの微生物による劣化を防
ぐため，耐候性に優れる塗料の検索，木材の防腐処
理，アルミ板による被覆など，さまざまな検討を行っ
てきました。その結果，たどり着いたのがローステッ
ドアッシュとホワイトアッシュの積層材です。
ローステッドアッシュとは，ホワイトアッシュを約

190℃の高温で加熱した木材になります。薬剤は一切
使用せず，熱を加えるだけです。それによって，自社
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省エネ建築物に最適な高断熱木製窓
ひだか南森組では，何樹種くらいの広葉樹をストッ
クしているのでしょうか。林産試験場は2022年10月
から12月に，広葉樹の「はい」の一部で樹種判別調査
を実施しました。チップ用原木930本のうち，末口短
径が30cm以上の原木は194本（約20%）で，ミズナ
ラやクリ，イタヤ，エゾヤマザクラ等19種が確認さ
れました（表1・図1）。なお，木口や樹皮の劣化が激
しく，判別困難だった個体は「不明」としています。

この結果は一例ではありますが，ミズナラやカンバ
類以外にも多様な樹種が出材し，中径材が森林組合構
内にストックされていることがわかります。日高地域
で安定的に出材する樹種については，トドマツ人工林
内（特に高齢林内）での広葉樹資源量を，林業試験場
が中心となって継続的に調査中です。
次に「様々な樹種で製品を作っても売れるかどう
か」についてはどうでしょうか。林産試験場では，日
高産の広葉樹でボールペンを試作し，消費者の選好試
験を実施することにしました。

■日高産広葉樹ボールペンの試作
現在，林産試験場では，ひだか南森組にストックさ
れたエゾヤマザクラやアサダ等の材質試験をしていま
す。その試験の端材を木工クラフト工房・レーザー
ウェーブ（千歳市）に持ち込み，木製ボールペンに加
工していただきました（写真3）。

完成したボールペンのうち，エゾヤマザクラ・ヤチ
ダモ・ハルニレ・アサダの4樹種を「購入するとした
らどれが良いか」という選好試験に用いることにしま
した。実際に販売はしませんが，製品化に向けた試験
ということで，レーザーウェーブには1本2,000円とい
う参考価格を提示していただきました。

4樹種のボールペンはそれぞれ特徴があり，色の濃
さではハルニレ＞ヤチダモ＞アサダ＞エゾヤマザクラ
の順であり，重さではヤチダモ＞アサダ＞ハルニレ＞
エゾヤマザクラの順でした。同じ個体から作られた
ボールペンであっても，心材部と辺材部では色や重さ
が異なり，木目の出方や手触りに差がありました。そ
のため4樹種のボールペンを各1本ずつ展示し，実際
に見るだけではなく，自由に触れてもらって選んでい

ただく，という調査方法としました。

■東京でのボールペン展示と調査（2023年8月）
2023年8月に東京ビッグサイトにて実施された

WOOD COLLECTION 2023「JAPAN ReWOOD
（ジャパン・リウッド）」は，国産材の新たな木材需
要を喚起し，利用拡大を図るための展示商談会で，冬
のモクコレよりも親子連れなど一般客層をターゲット
とした催事です（写真4）。その北海道ブースに出展し
たレーザーウェーブのスペースの一部をお借りし，道
木連が所有するひだか南産のエゾヤマザクラ・ミズナ
ラ・ウダイカンバの耳付き板とともに，先述の4樹種
のボールペンを展示し，選好調査を開始しました。

ボールペンの横に「広葉樹低質材を燃やすよりも，
欲しい方に届けたい。北海道産広葉樹の魅力を知って
ほしい。製品開発にあたり，あなたのご意見を聞かせ
てください」という主催者メッセージを掲示しました。
当日，レーザーウェーブのブースには約150名の方
が来場し，うち50名の方にアンケートにご協力いた
だきました（写真5）。

■調査結果１「どの樹種がお好きですか」
アンケート回答者50名がどこから来場したか，お

よび来場目的を示します（図2）。ほとんどの方が関東
地方からの来場で，一般客が約7割を占めました。

回答者は，国産材の販路拡大イベントに来場してい
ることから，もともと木材を好む傾向の母集団と推察
されます。一般客が多く，商談を目的に訪れたいわゆ
る木材のプロは少ないことから，この調査により“木
材を好むが，専門知識はそれほど多くない消費者層”
が製品を購入する際の選好を把握できると思われます。
調査項目は以下のとおり全3問としました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第1問：北海道産広葉樹4種（アサダ・エゾヤマザク
ラ・ハルニレ・ヤチダモ）で木製ボールペンを試作し
ました。実物をお手に取っていただき，「一番好きな
樹種」と「二番目に好きな樹種」を教えてください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

第1問の回答結果を図3に示します。“一番好き”な樹
種（棒グラフの色の濃い部分）の有効回答は50名
で，そのうちハルニレが24名と突出して多くなりま
した。他の3樹種は７名から10名で，ほぼ同じくらい

でした。“二番目に好きな樹種”（棒グラフの色の薄い
部分）の有効回答は35名で，「一番好きな樹種がはっ
きりしていて，他の樹種は選びたくない（二番目以下
はない）」という回答者が15名いました。この“二番
目”も考慮すると，好まれた樹種はハルニレ＞エゾヤ
マザクラ＞アサダ＞ヤチダモ，の順となりました。
次に，その樹種を選んだ理由（好きな特徴）につい
て複数回答で尋ねた結果を表2に示します。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第2問：前の質問について，あなたが好きだと考え

た特徴を教えてください（複数回答可）。
①色　②木目・年輪　③手ざわり　④重さ　⑤全体
の風合い　⑥その他
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ハルニレが好まれた主な要因は，「色」と「全体の
風合い」となりました。同様にエゾヤマザクラは
「色」，アサダは「手ざわり」が最も多く，ヤチダモ
には明確な傾向は見られませんでした。一方で，ヤチ
ダモの「その他」2名の回答に「（元巨人軍の）王貞
治選手のバットと同じ樹種だから」との理由が見られ
たのが特徴的でした。

■調査結果2　「購入されるならどれですか」
ヤチダモの例に見られるとおり，実際のボールペン
を見て触って選ぶ以外にも，選好結果に樹種の持つ
“物語性”が影響を与える可能性があることが予想され
ます。最終問の第3問目は，樹種ごとの追加情報を次
のように記載し，最終的にどれを選ぶかを聞きました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第3問：4種類それぞれの樹種には，以下のような特
徴があります。それを踏まえて，最終的に購入される
樹種を一つを選んでください。

（1）アサダ
白からうす紅色をした，なめらかな材で，北海道が
主産地の広葉樹です。近年，資源が少なくなってきて

います。古くから珍重され，神社仏閣に使われてお
り，国宝である宮城県の大崎八幡宮はアサダが多く使
われています。
（2）ヤチダモ
湿った場所を好む広葉樹です。まっすぐで使いやす
く，家具や楽器にも使われてきました。北海道の旭川
駅の内装にはヤチダモが使われています。
（3）エゾヤマザクラ
北海道を代表するサクラで，薄紅色の花を4月から

5月につけます。ソメイヨシノよりも濃い色で，山の
斜面に多く分布します。これまで家具や彫刻などに多
く使われてきました。
（4）ハルニレ
肥沃な大地に生え，枝を大きく広げる美しい広葉樹
です。コマーシャルなどによく使われます。材は硬
く，かつては太鼓の胴など楽器に使われてきました。
北海道大学の構内に多く，「エルム」の名でも親しま
れています。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
回答者から見ると，選択肢（ボールペン4種類）は

全く変わっていませんが，それぞれに追加情報（物語
性）が加わったことになります。
回答者は，この第3問目の回答に一番時間をかける

傾向がありました。「申し訳ないけど，最初（第一
問）の答えと変えてもいいですか？」と尋ねる方もい
らして，もちろん結構ですと答えました。
結果として，第1問の回答から，熟考して樹種を変
えた人は13名となりました（表3の網掛け部分）。お
おむね4人に1人の割合です。13名のうちの3名は「一
番好きな樹種がはっきりしていて他の樹種は選びたく
ない」と答えていた人でした。
変更した理由として「北海道の桜が美しくて，ボー
ルペンを持ち歩いてみたくなった」「駅舎に使われる
ほど北海道の人に愛されている樹だと思った」「歴史
のある国宝の神社に使われるのと同じ樹を使いたいと
思った」などの回答が寄せられました。
これらは，物語性の付与が製品選択に与える影響が
小さくはないことを示していると思われます。

来場者が最終的に選んだ樹種は，回答者の多い順に
ハルニレ＞アサダ＞エゾヤマザクラ＞ヤチダモで（図

4），第1問と比べてアサダとエゾヤマザクラの順位
が逆転しました。

さて，最初の問いの「様々な樹種で製品を作っても
売れるかどうか」について，選好試験の結果，少なく
ともボールペンのような身近な文房具については，ナ
ラやタモに限らず様々な樹種に需要があるという可能
性が示されました。消費者が評価するポイントは色や
手ざわり，風合いなど複合的でした。また，樹種の追
加情報を付与することで，消費者の購買行動が変わり
うることが示されました。

■エゾヤマザクラのボールペン製品化へ
JAPAN ReWOODの北海道ブースの来場者で，文
房具メーカーの三菱鉛筆株式会社横浜事務所の方が，
エゾヤマザクラの耳付き板とボールペンに興味を示し
てくださいました。
催事終了後に，千歳市のレーザーウェーブに製品化
の商談に見えましたが，残念ながらレーザーウェーブ
の生産体制では対応が困難という結論になりました。
その後，林産試験場より三菱鉛筆北海道販売株式会
社に，広葉樹ボールペン展示に至るひだか南森組の取
組の経緯をお伝えし，資源量に関する知見や今回のア
ンケート結果等を情報提供しました。また，日高産広
葉樹の数樹種のサンプルをお渡ししました。
その後，三菱鉛筆北海道販売株式会社は，サンプル
から製品を試作するとともに，道木連やひだか南森組
と交渉を重ね，2023年11月，日高産エゾヤマザクラ
をグリップ部のパーツに使ったJETSTREAM4＆1
ボールペンの製品化を決めました。

JETSTREAM４＆１は赤・青・緑・青の4色ボール
ペンです（写真6上）。パッケージにはエゾヤマザクラ
の写真が施され（写真6下），「北海道日高産蝦夷山桜
使用」と表示されています。三菱鉛筆北海道販売株式
会社は「春は卒業，入学，進級，就職など新生活が始
まる節目の季節です。大切な方へのプレゼント，ご自
身へのご褒美など，この季節にふさわしいヤマザクラ
のペンを是非お手に取ってください」とコメントして
います。
このボールペンは2024年3月中旬から北海道内で限

定販売されており，取扱店は，北海道内のコーチャン
フォー6店舗，大丸藤井セントラル（札幌），イオン
北海道の一部店舗となっています。
サクラ類は，シウリザクラが窓枠に使用されるな
ど，一部を除けば道内での用途開発は限定的でした。
その意味で，今回のエゾヤマザクラボールペンの製品
化は日高の地元関係者らにとって喜ばしく，その売れ
行きに注目しています。

■おわりに　
今回は，ひだか南地域の山の資源（出材する樹種割
合）から文房具の試作と展示，製品化までを紹介して
きました。ナラやタモは，家具材や床材として昔から
評価が高い樹種です。一方で，広葉樹をもっと多様な
用途に向け，製品特性にあった樹種を提案すれば，人
気樹種以外でも販路拡大は見込める，という結論とな
りました。実際に2020年以降，ひだか南地域の広葉
樹は，イタヤカエデやキハダ，アサダやエゾヤマザク
ラなどが和弓や食器類で製品化するなど，取引材積は
小規模ながら，徐々に販路拡大しています4）。
イタヤ・キハダ・アサダ等は，天然林から品質の良
い大径材が出材した1980年代頃までは，多くの広葉
樹製材工場で扱われていた樹種です5）。1987年の時点
の北海道には，年間100m3以上の広葉樹を挽く工場は
430社ありました。イタヤは楽器やスキー板やボーリ
ングのピンに，キハダは仕組板や家具や彫刻に，アサ
ダはフローリングや家具に使用されていました。その
後，良材の減少とともに広葉樹製材工場と加工の担い
手が激減しました。現在では物流がほぼ途切れてし
まったと言えます。北海道の多様な樹種がもう一度見
直されるためには，これらのサプライチェーンをもう
一度構築していく必要があるのです。 
人工林の伐採が主体になった現在は，出材する広葉

樹は天然林時代よりも細く，何らかの欠点を持ってい
ることが大前提となります。その上で「広葉樹低質材
の特徴を活かして上手に使い，得られた利益を山に還
す」という新しいコンセプトでひだか南森林組合が販
路を拡大できるよう，林産試験場と道木連でサポート
していきたいと考えています。

■謝辞
本稿の執筆にあたり，ひだか南森組の皆様をはじ
め，レーザーウェーブや三菱鉛筆北海道販売株式会
社，北海道水産林務部林業木材課の皆様に多大なるご
協力をいただきました。ここに厚くお礼申し上げま
す。
また，お忙しい中，ボールペンの選好調査にご協力
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この場を借りて心より深謝申し上げます。
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■はじめに
ひだか南森林組合（以下，ひだか南森組）では，
チップ用原木として集荷した広葉樹低質材から製材と
して価値ある原木を選別し，2020年より加工して，
希望者に販売してきました1-2)。筆者らは，北海道の
広葉樹低質材の高付加価値化に向けたその取組を本誌
2022年2月号と5月号で紹介してきました。今回が第3
回目となります。
第1稿では原料の効率的な集荷方法と新たな販路の
開拓ルートについて紹介しました3)。第2稿では，広
葉樹挽き板の展示即売会の状況や，節や曲がりなど広
葉樹の欠点に対する消費者の意識についてまとめまし
た4)。本稿では，日高産の広葉樹で試作したボールペ
ンと，それに対する消費者の好みについて東京で実施
した調査と，ボールペンの製品化までの道程について
紹介したいと思います。

■チップ事業～広葉樹耳付き板製材の流れ
ひだか南森組は2002年，様似町，えりも町の森林

組合が合併して設立されました。ひだか南森組は現
在，新ひだか町・様似町・えりも町の3か所にチップ
原料を集荷する拠点を持っており（写真1），その拠
点で生産されたチップのうち約95%を王子グリーンエ
ナジー江別（株）に出荷しています3)。
チップ原料の中には，トドマツ人工林の伐採の際に
出材する広葉樹侵入木や，里山二次林（集落跡地な
ど）から出材する樹齢100年を超える広葉樹原木が含
まれており，組合員から「燃やすのはもったいない」
という声が多くありました。そこで，チップ原料の
「はい」の中から，“製材として利用できそうな原木”
を選木して（写真2），耳付き板に加工し，要望する
方に渡った方がチップで燃やすよりも良いのではと考
え，2020年に製材施設を整備しました。その後は，
ウッドショックによる輸入広葉樹材の激減や，ウイス
キーやワイン樽向けの広葉樹需要の増加等を背景に，
少しずつ広葉樹の取引量を伸ばしています。多様な広
葉樹の商流開拓が，ひだか南森組の目標です。

製材した耳付き板は，旧小学校プールを利用した施
設で天然乾燥させ，一部は外部に委託して人工乾燥さ
せます。そして森林組合構内の常設展示場や，地元で
の即売会，札幌・東京での催事等で販売してきました3)。

■ひだか南森組でストックしている広葉樹樹種
北海道木材産業協同組合連合会（以下，道木連）は

2020年からひだか南森組の取組の支援を開始しまし
た。林産試験場は2022年から出材樹種の調査を開始
し，翌年からは林業試験場も加わり研究課題化して継
続的なサポートをしています。
広葉樹販売開始以来，ひだか南森組への問い合わせ
が最も多く，需要が集中する樹種はミズナラです。筆
者らも，ひだか南に来場する木工クラフト工房の方々
より「広葉樹を扱う製材工場の方から，道内で安定的
に出材するのはナラとカンバだけと聞いた」，「北海道
と言えばナラかタモ，という客が多く，その他の樹種
に挑戦して製品が売れるか不安」との声を聞きました。

種類 仕様 

FIX窓 採光や景観を目的とした，開か

ない窓 
回転窓 突き出すように開放できる窓 
ケースメント 
(片開き窓) 任意の一方向に開閉できる窓 

テラスドア 
(片開き・両開き) 

窓の機能に，人の出入りの機能

を加えたもの 
ヘーベシーベ窓 大型引戸用金物を用いた引戸 
補足：上記以外，排煙窓，コーナー窓などの特殊形

状も製作可能 

材料 特徴 
ホワイトアッシュ 整った木目 

ローステッドアッシュ ホワイトアッシュの熱

処理材 
ベイヒバ 高い耐久性 
カラマツ 高い耐久性の道産材 

表1　製造している窓の種類

表2　窓に使用している材料
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試験では吸湿率は1/2に，吸水率は1/3になりました。
さらに木材成分が変化することで木材腐朽菌に対する
耐性が向上します。積層材のローステッドアッシュを
屋外側に，ホワイトアッシュを屋内側に向けることで，
高耐久性と室内での明るい素材感を両立させています
（写真1）。現在では，木製窓の約7割でホワイトアッ
シュ・ローステッドアッシュ積層材を使用しています。
また，道産製品を望まれるお客さまには素材での耐
久性が高いカラマツをお勧めしています。カラマツ
は，全てではありませんが当社の社有林からの伐採木
も利用しています。

2.3　窓の性能
窓には，断熱性，気密性，水密性，耐風圧性，遮音
性，防耐火性などが求められます。このうち，断熱
性，気密性，水密性，耐風圧性は住宅の立地環境や規
模によらず，常に求められる性能です。当社では，
W1180×H1180サイズの回転窓を試験体として断熱
性，気密性，水密性，耐風圧性を評価し，いずれも高
い性能値を得ています（試験機関：北海道立林産試験
場（現・道総研林産試験場））。
窓の断熱性能は熱貫流率で示され，熱貫流率が小さ
いほど良いということになります。当社の窓の断熱性
能を表3に示します。また，参考として窓の断熱性等
級の規格値を表4に示します。FIX窓，回転窓，テラ
スドアはH-7相当の，ヘーベシーベはH-6相当の断熱
性能を持っています。北海道の住宅に求められている
断熱性能は熱貫流率で2.33（W/m2K）以下，すなわち

「H-5」以上ですが，その値を十分に上回っています。

3．使用事例
近年の木製窓出荷数量を表5に示します。なお，参
考として木製ドアについても示しました。これらは一
般住宅での利用が出荷数量の7～8割を占めています。

住宅の木外装とマッチしている使用事例を紹介しま
す（写真2）。

窓を含めた木製品は当社銭函工場のショールームで
ご覧いただくことができます。また，木と暮らしの情
報館（旭川市）には，窓（表6，写真3），玄関ドアを
出展しています。
　

4．これから
外気にさらされる木製窓は暮らし方やお手入れなど
によって状態が変わります。JAPAN BUILD TOKYO
では建築関係者の来場者さんに，メンテナンスなどに
ついて家の作り手ならではのご意見，ご要望をいただ
きました。今後も建築家や工務店さんに伴走しながら
製品をアップデートし続けていきます。
現在，為替や国際情勢などの影響を受け，海外産木
製窓の取り扱いが以前よりも難しくなる傾向が感じら
れています。さらに，新築建築物に対する省エネ基準
への適合義務付けが1年後（2025年）に迫っていま
す。海外産木製窓から道産（銭函産）木製窓へ，そし
て二酸化炭素排出量の大きい窓から，二酸化炭素固定
能の高い木製窓にチェンジしていただけるよう，今後
も木製窓の普及に努めていく考えです。

参考文献
1)　平間昭光：建築物の開口部（窓）に求められる断
熱性能（基準の解説），ウッディエイジ2024年1月
号，pp.2-4（2024）． 

北海道の住宅では，開口部からの熱損出割合が壁全
体の熱損出量と同程度1)で，住宅全体の断熱性能を高
めるためには開口部の性能向上が欠かせません。2023
年12月，JAPAN BUILD TOKYO－建築の先端技術展
－のHOKKAIDO WOODブースで（株）新宮商行の
高断熱木製窓が展示されました。そこで，木製窓生産
を担当されている乙丸氏，展示会出展を担当された中
南氏にお話を伺いました。（文責：普及協会・菊地）

１．はじめに
当社は木材販売および土木建築請負業として1906
年に創業し，「森をはぐくみ，木を活かす」をモッ
トーに木に携わってきました。現在，小樽市銭函と釧
路市新釧路町の2工場で木製品を製造し，全国で約
5,000haの社有林を経営し，国内外の林業用機械を取
り扱うことで林業機械化の一翼を担っています。
扱っている木製品は，主に住宅用の内外装材，床
材，集成材，室内ドア，玄関ドアそして窓となってい
ます。窓は，1970年代の初頭に当社の2代目社長が北
欧の木製窓を現地で見たことが取り扱うきっかけにな
りました。当時，北海道の窓はアルミサッシが主流で
したが，それは断熱性に乏しく，冬期間の結露や結露
水の凍結が悩みの種となっていました。一方，北海道
と同様の寒冷地である北欧では木の断熱性を活かした
木製窓が主流でした。そこで，当社では北海道の住宅
に適した木製窓の開発・製造をめざし，世界中の木製
窓を集め，その技術を研究するところから始めまし
た。50年前のことになります。5年間ほどかけておお
よその仕様を固め，さらに5年かけてラインナップを
整え，1980年4月に木製窓「オリンピアウィンドウ」
の販売を開始しました。以来40年以上，検証・改
良・工夫を重ねながら，寒冷地の建物に適した木製窓
の供給を続けてきています。

2．窓の仕様
2.1　窓の形状
　窓は，求められる機能やデザインに応じ，その種

類はきわめて多様です。当社が提供している窓の種類
は表1のとおりです。

2.2　材料の種類
窓に使用している材料は表2のとりです。

木材を屋外で使用する場合，耐久性の維持が大きな
課題で，木製窓についても同様です。木製窓の屋外に
面する部位の風雨やカビなどの微生物による劣化を防
ぐため，耐候性に優れる塗料の検索，木材の防腐処
理，アルミ板による被覆など，さまざまな検討を行っ
てきました。その結果，たどり着いたのがローステッ
ドアッシュとホワイトアッシュの積層材です。
ローステッドアッシュとは，ホワイトアッシュを約

190℃の高温で加熱した木材になります。薬剤は一切
使用せず，熱を加えるだけです。それによって，自社

写真1　ホワイトアッシュ・ローステッドアッシュ
　　　 積層材窓

ひだか南森組では，何樹種くらいの広葉樹をストッ
クしているのでしょうか。林産試験場は2022年10月
から12月に，広葉樹の「はい」の一部で樹種判別調査
を実施しました。チップ用原木930本のうち，末口短
径が30cm以上の原木は194本（約20%）で，ミズナ
ラやクリ，イタヤ，エゾヤマザクラ等19種が確認さ
れました（表1・図1）。なお，木口や樹皮の劣化が激
しく，判別困難だった個体は「不明」としています。

この結果は一例ではありますが，ミズナラやカンバ
類以外にも多様な樹種が出材し，中径材が森林組合構
内にストックされていることがわかります。日高地域
で安定的に出材する樹種については，トドマツ人工林
内（特に高齢林内）での広葉樹資源量を，林業試験場
が中心となって継続的に調査中です。
次に「様々な樹種で製品を作っても売れるかどう
か」についてはどうでしょうか。林産試験場では，日
高産の広葉樹でボールペンを試作し，消費者の選好試
験を実施することにしました。

■日高産広葉樹ボールペンの試作
現在，林産試験場では，ひだか南森組にストックさ
れたエゾヤマザクラやアサダ等の材質試験をしていま
す。その試験の端材を木工クラフト工房・レーザー
ウェーブ（千歳市）に持ち込み，木製ボールペンに加
工していただきました（写真3）。

完成したボールペンのうち，エゾヤマザクラ・ヤチ
ダモ・ハルニレ・アサダの4樹種を「購入するとした
らどれが良いか」という選好試験に用いることにしま
した。実際に販売はしませんが，製品化に向けた試験
ということで，レーザーウェーブには1本2,000円とい
う参考価格を提示していただきました。

4樹種のボールペンはそれぞれ特徴があり，色の濃
さではハルニレ＞ヤチダモ＞アサダ＞エゾヤマザクラ
の順であり，重さではヤチダモ＞アサダ＞ハルニレ＞
エゾヤマザクラの順でした。同じ個体から作られた
ボールペンであっても，心材部と辺材部では色や重さ
が異なり，木目の出方や手触りに差がありました。そ
のため4樹種のボールペンを各1本ずつ展示し，実際
に見るだけではなく，自由に触れてもらって選んでい

ただく，という調査方法としました。

■東京でのボールペン展示と調査（2023年8月）
2023年8月に東京ビッグサイトにて実施された

WOOD COLLECTION 2023「JAPAN ReWOOD
（ジャパン・リウッド）」は，国産材の新たな木材需
要を喚起し，利用拡大を図るための展示商談会で，冬
のモクコレよりも親子連れなど一般客層をターゲット
とした催事です（写真4）。その北海道ブースに出展し
たレーザーウェーブのスペースの一部をお借りし，道
木連が所有するひだか南産のエゾヤマザクラ・ミズナ
ラ・ウダイカンバの耳付き板とともに，先述の4樹種
のボールペンを展示し，選好調査を開始しました。

ボールペンの横に「広葉樹低質材を燃やすよりも，
欲しい方に届けたい。北海道産広葉樹の魅力を知って
ほしい。製品開発にあたり，あなたのご意見を聞かせ
てください」という主催者メッセージを掲示しました。
当日，レーザーウェーブのブースには約150名の方
が来場し，うち50名の方にアンケートにご協力いた
だきました（写真5）。

■調査結果１「どの樹種がお好きですか」
アンケート回答者50名がどこから来場したか，お

よび来場目的を示します（図2）。ほとんどの方が関東
地方からの来場で，一般客が約7割を占めました。

回答者は，国産材の販路拡大イベントに来場してい
ることから，もともと木材を好む傾向の母集団と推察
されます。一般客が多く，商談を目的に訪れたいわゆ
る木材のプロは少ないことから，この調査により“木
材を好むが，専門知識はそれほど多くない消費者層”
が製品を購入する際の選好を把握できると思われます。
調査項目は以下のとおり全3問としました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第1問：北海道産広葉樹4種（アサダ・エゾヤマザク
ラ・ハルニレ・ヤチダモ）で木製ボールペンを試作し
ました。実物をお手に取っていただき，「一番好きな
樹種」と「二番目に好きな樹種」を教えてください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

第1問の回答結果を図3に示します。“一番好き”な樹
種（棒グラフの色の濃い部分）の有効回答は50名
で，そのうちハルニレが24名と突出して多くなりま
した。他の3樹種は７名から10名で，ほぼ同じくらい

でした。“二番目に好きな樹種”（棒グラフの色の薄い
部分）の有効回答は35名で，「一番好きな樹種がはっ
きりしていて，他の樹種は選びたくない（二番目以下
はない）」という回答者が15名いました。この“二番
目”も考慮すると，好まれた樹種はハルニレ＞エゾヤ
マザクラ＞アサダ＞ヤチダモ，の順となりました。
次に，その樹種を選んだ理由（好きな特徴）につい
て複数回答で尋ねた結果を表2に示します。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第2問：前の質問について，あなたが好きだと考え

た特徴を教えてください（複数回答可）。
①色　②木目・年輪　③手ざわり　④重さ　⑤全体
の風合い　⑥その他
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ハルニレが好まれた主な要因は，「色」と「全体の
風合い」となりました。同様にエゾヤマザクラは
「色」，アサダは「手ざわり」が最も多く，ヤチダモ
には明確な傾向は見られませんでした。一方で，ヤチ
ダモの「その他」2名の回答に「（元巨人軍の）王貞
治選手のバットと同じ樹種だから」との理由が見られ
たのが特徴的でした。

■調査結果2　「購入されるならどれですか」
ヤチダモの例に見られるとおり，実際のボールペン
を見て触って選ぶ以外にも，選好結果に樹種の持つ
“物語性”が影響を与える可能性があることが予想され
ます。最終問の第3問目は，樹種ごとの追加情報を次
のように記載し，最終的にどれを選ぶかを聞きました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第3問：4種類それぞれの樹種には，以下のような特
徴があります。それを踏まえて，最終的に購入される
樹種を一つを選んでください。

（1）アサダ
白からうす紅色をした，なめらかな材で，北海道が
主産地の広葉樹です。近年，資源が少なくなってきて

います。古くから珍重され，神社仏閣に使われてお
り，国宝である宮城県の大崎八幡宮はアサダが多く使
われています。
（2）ヤチダモ
湿った場所を好む広葉樹です。まっすぐで使いやす
く，家具や楽器にも使われてきました。北海道の旭川
駅の内装にはヤチダモが使われています。
（3）エゾヤマザクラ
北海道を代表するサクラで，薄紅色の花を4月から

5月につけます。ソメイヨシノよりも濃い色で，山の
斜面に多く分布します。これまで家具や彫刻などに多
く使われてきました。
（4）ハルニレ
肥沃な大地に生え，枝を大きく広げる美しい広葉樹
です。コマーシャルなどによく使われます。材は硬
く，かつては太鼓の胴など楽器に使われてきました。
北海道大学の構内に多く，「エルム」の名でも親しま
れています。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
回答者から見ると，選択肢（ボールペン4種類）は

全く変わっていませんが，それぞれに追加情報（物語
性）が加わったことになります。
回答者は，この第3問目の回答に一番時間をかける

傾向がありました。「申し訳ないけど，最初（第一
問）の答えと変えてもいいですか？」と尋ねる方もい
らして，もちろん結構ですと答えました。
結果として，第1問の回答から，熟考して樹種を変
えた人は13名となりました（表3の網掛け部分）。お
おむね4人に1人の割合です。13名のうちの3名は「一
番好きな樹種がはっきりしていて他の樹種は選びたく
ない」と答えていた人でした。
変更した理由として「北海道の桜が美しくて，ボー
ルペンを持ち歩いてみたくなった」「駅舎に使われる
ほど北海道の人に愛されている樹だと思った」「歴史
のある国宝の神社に使われるのと同じ樹を使いたいと
思った」などの回答が寄せられました。
これらは，物語性の付与が製品選択に与える影響が
小さくはないことを示していると思われます。

来場者が最終的に選んだ樹種は，回答者の多い順に
ハルニレ＞アサダ＞エゾヤマザクラ＞ヤチダモで（図

4），第1問と比べてアサダとエゾヤマザクラの順位
が逆転しました。

さて，最初の問いの「様々な樹種で製品を作っても
売れるかどうか」について，選好試験の結果，少なく
ともボールペンのような身近な文房具については，ナ
ラやタモに限らず様々な樹種に需要があるという可能
性が示されました。消費者が評価するポイントは色や
手ざわり，風合いなど複合的でした。また，樹種の追
加情報を付与することで，消費者の購買行動が変わり
うることが示されました。

■エゾヤマザクラのボールペン製品化へ
JAPAN ReWOODの北海道ブースの来場者で，文
房具メーカーの三菱鉛筆株式会社横浜事務所の方が，
エゾヤマザクラの耳付き板とボールペンに興味を示し
てくださいました。
催事終了後に，千歳市のレーザーウェーブに製品化
の商談に見えましたが，残念ながらレーザーウェーブ
の生産体制では対応が困難という結論になりました。
その後，林産試験場より三菱鉛筆北海道販売株式会
社に，広葉樹ボールペン展示に至るひだか南森組の取
組の経緯をお伝えし，資源量に関する知見や今回のア
ンケート結果等を情報提供しました。また，日高産広
葉樹の数樹種のサンプルをお渡ししました。
その後，三菱鉛筆北海道販売株式会社は，サンプル
から製品を試作するとともに，道木連やひだか南森組
と交渉を重ね，2023年11月，日高産エゾヤマザクラ
をグリップ部のパーツに使ったJETSTREAM4＆1
ボールペンの製品化を決めました。

JETSTREAM４＆１は赤・青・緑・青の4色ボール
ペンです（写真6上）。パッケージにはエゾヤマザクラ
の写真が施され（写真6下），「北海道日高産蝦夷山桜
使用」と表示されています。三菱鉛筆北海道販売株式
会社は「春は卒業，入学，進級，就職など新生活が始
まる節目の季節です。大切な方へのプレゼント，ご自
身へのご褒美など，この季節にふさわしいヤマザクラ
のペンを是非お手に取ってください」とコメントして
います。
このボールペンは2024年3月中旬から北海道内で限

定販売されており，取扱店は，北海道内のコーチャン
フォー6店舗，大丸藤井セントラル（札幌），イオン
北海道の一部店舗となっています。
サクラ類は，シウリザクラが窓枠に使用されるな
ど，一部を除けば道内での用途開発は限定的でした。
その意味で，今回のエゾヤマザクラボールペンの製品
化は日高の地元関係者らにとって喜ばしく，その売れ
行きに注目しています。

■おわりに　
今回は，ひだか南地域の山の資源（出材する樹種割
合）から文房具の試作と展示，製品化までを紹介して
きました。ナラやタモは，家具材や床材として昔から
評価が高い樹種です。一方で，広葉樹をもっと多様な
用途に向け，製品特性にあった樹種を提案すれば，人
気樹種以外でも販路拡大は見込める，という結論とな
りました。実際に2020年以降，ひだか南地域の広葉
樹は，イタヤカエデやキハダ，アサダやエゾヤマザク
ラなどが和弓や食器類で製品化するなど，取引材積は
小規模ながら，徐々に販路拡大しています4）。
イタヤ・キハダ・アサダ等は，天然林から品質の良
い大径材が出材した1980年代頃までは，多くの広葉
樹製材工場で扱われていた樹種です5）。1987年の時点
の北海道には，年間100m3以上の広葉樹を挽く工場は
430社ありました。イタヤは楽器やスキー板やボーリ
ングのピンに，キハダは仕組板や家具や彫刻に，アサ
ダはフローリングや家具に使用されていました。その
後，良材の減少とともに広葉樹製材工場と加工の担い
手が激減しました。現在では物流がほぼ途切れてし
まったと言えます。北海道の多様な樹種がもう一度見
直されるためには，これらのサプライチェーンをもう
一度構築していく必要があるのです。 
人工林の伐採が主体になった現在は，出材する広葉

樹は天然林時代よりも細く，何らかの欠点を持ってい
ることが大前提となります。その上で「広葉樹低質材
の特徴を活かして上手に使い，得られた利益を山に還
す」という新しいコンセプトでひだか南森林組合が販
路を拡大できるよう，林産試験場と道木連でサポート
していきたいと考えています。

■謝辞
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す。
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■はじめに
ひだか南森林組合（以下，ひだか南森組）では，
チップ用原木として集荷した広葉樹低質材から製材と
して価値ある原木を選別し，2020年より加工して，
希望者に販売してきました1-2)。筆者らは，北海道の
広葉樹低質材の高付加価値化に向けたその取組を本誌
2022年2月号と5月号で紹介してきました。今回が第3
回目となります。
第1稿では原料の効率的な集荷方法と新たな販路の
開拓ルートについて紹介しました3)。第2稿では，広
葉樹挽き板の展示即売会の状況や，節や曲がりなど広
葉樹の欠点に対する消費者の意識についてまとめまし
た4)。本稿では，日高産の広葉樹で試作したボールペ
ンと，それに対する消費者の好みについて東京で実施
した調査と，ボールペンの製品化までの道程について
紹介したいと思います。

■チップ事業～広葉樹耳付き板製材の流れ
ひだか南森組は2002年，様似町，えりも町の森林

組合が合併して設立されました。ひだか南森組は現
在，新ひだか町・様似町・えりも町の3か所にチップ
原料を集荷する拠点を持っており（写真1），その拠
点で生産されたチップのうち約95%を王子グリーンエ
ナジー江別（株）に出荷しています3)。
チップ原料の中には，トドマツ人工林の伐採の際に
出材する広葉樹侵入木や，里山二次林（集落跡地な
ど）から出材する樹齢100年を超える広葉樹原木が含
まれており，組合員から「燃やすのはもったいない」
という声が多くありました。そこで，チップ原料の
「はい」の中から，“製材として利用できそうな原木”
を選木して（写真2），耳付き板に加工し，要望する
方に渡った方がチップで燃やすよりも良いのではと考
え，2020年に製材施設を整備しました。その後は，
ウッドショックによる輸入広葉樹材の激減や，ウイス
キーやワイン樽向けの広葉樹需要の増加等を背景に，
少しずつ広葉樹の取引量を伸ばしています。多様な広
葉樹の商流開拓が，ひだか南森組の目標です。

製材した耳付き板は，旧小学校プールを利用した施
設で天然乾燥させ，一部は外部に委託して人工乾燥さ
せます。そして森林組合構内の常設展示場や，地元で
の即売会，札幌・東京での催事等で販売してきました3)。

■ひだか南森組でストックしている広葉樹樹種
北海道木材産業協同組合連合会（以下，道木連）は

2020年からひだか南森組の取組の支援を開始しまし
た。林産試験場は2022年から出材樹種の調査を開始
し，翌年からは林業試験場も加わり研究課題化して継
続的なサポートをしています。
広葉樹販売開始以来，ひだか南森組への問い合わせ
が最も多く，需要が集中する樹種はミズナラです。筆
者らも，ひだか南に来場する木工クラフト工房の方々
より「広葉樹を扱う製材工場の方から，道内で安定的
に出材するのはナラとカンバだけと聞いた」，「北海道
と言えばナラかタモ，という客が多く，その他の樹種
に挑戦して製品が売れるか不安」との声を聞きました。

 

窓の種類 
熱貫流率（W/m2K） 

アッシュ ベイヒバ 
カラマツ 

FIX窓 
W1880×H1180 1.35 1.35 

回転窓 
W1880×H1180 1.37 1.36 

テラスドア両開き 
W1780×H2180 1.30 1.29 

ヘーベシーベ 
W3580×H2150 1.51 1.50 

数値はJIS A 2102に基づく自社計算値 
 ガラス：Low-Eペアガラス・アルゴンガス充てん 
 

 

断熱

性能 断熱性等級 熱貫流率 
(W/m2K) 表示マーク* 

低い H-4 2.9 ☆☆ 
 H-5 2.3 ☆☆☆ 
 H-6 1.9 ☆☆☆☆ 
 H-7 1.5 ☆☆☆☆☆ 

高い H-8 1.1 ☆☆☆☆☆☆ 
*：窓の断熱性能表示マークは，「エネルギーの使用

の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関す

る法律」に基づく国の制度により定められた 

屋内側：ホワイトアッシュ

屋外側：ローステッドアッシュ

年 窓 ドア 
2019 250 206 
2020 199 210 
2021 164 200 
2022 187 242 
2023 205 229 

（枚） 

表3　窓の断熱性能

表4　窓の断熱性等級

表5　出荷数量
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試験では吸湿率は1/2に，吸水率は1/3になりました。
さらに木材成分が変化することで木材腐朽菌に対する
耐性が向上します。積層材のローステッドアッシュを
屋外側に，ホワイトアッシュを屋内側に向けることで，
高耐久性と室内での明るい素材感を両立させています
（写真1）。現在では，木製窓の約7割でホワイトアッ
シュ・ローステッドアッシュ積層材を使用しています。
また，道産製品を望まれるお客さまには素材での耐
久性が高いカラマツをお勧めしています。カラマツ
は，全てではありませんが当社の社有林からの伐採木
も利用しています。

2.3　窓の性能
窓には，断熱性，気密性，水密性，耐風圧性，遮音
性，防耐火性などが求められます。このうち，断熱
性，気密性，水密性，耐風圧性は住宅の立地環境や規
模によらず，常に求められる性能です。当社では，
W1180×H1180サイズの回転窓を試験体として断熱
性，気密性，水密性，耐風圧性を評価し，いずれも高
い性能値を得ています（試験機関：北海道立林産試験
場（現・道総研林産試験場））。
窓の断熱性能は熱貫流率で示され，熱貫流率が小さ
いほど良いということになります。当社の窓の断熱性
能を表3に示します。また，参考として窓の断熱性等
級の規格値を表4に示します。FIX窓，回転窓，テラ
スドアはH-7相当の，ヘーベシーベはH-6相当の断熱
性能を持っています。北海道の住宅に求められている
断熱性能は熱貫流率で2.33（W/m2K）以下，すなわち

「H-5」以上ですが，その値を十分に上回っています。

3．使用事例
近年の木製窓出荷数量を表5に示します。なお，参
考として木製ドアについても示しました。これらは一
般住宅での利用が出荷数量の7～8割を占めています。

住宅の木外装とマッチしている使用事例を紹介しま
す（写真2）。

窓を含めた木製品は当社銭函工場のショールームで
ご覧いただくことができます。また，木と暮らしの情
報館（旭川市）には，窓（表6，写真3），玄関ドアを
出展しています。
　

4．これから
外気にさらされる木製窓は暮らし方やお手入れなど
によって状態が変わります。JAPAN BUILD TOKYO
では建築関係者の来場者さんに，メンテナンスなどに
ついて家の作り手ならではのご意見，ご要望をいただ
きました。今後も建築家や工務店さんに伴走しながら
製品をアップデートし続けていきます。
現在，為替や国際情勢などの影響を受け，海外産木
製窓の取り扱いが以前よりも難しくなる傾向が感じら
れています。さらに，新築建築物に対する省エネ基準
への適合義務付けが1年後（2025年）に迫っていま
す。海外産木製窓から道産（銭函産）木製窓へ，そし
て二酸化炭素排出量の大きい窓から，二酸化炭素固定
能の高い木製窓にチェンジしていただけるよう，今後
も木製窓の普及に努めていく考えです。
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1)　平間昭光：建築物の開口部（窓）に求められる断
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北海道の住宅では，開口部からの熱損出割合が壁全
体の熱損出量と同程度1)で，住宅全体の断熱性能を高
めるためには開口部の性能向上が欠かせません。2023
年12月，JAPAN BUILD TOKYO－建築の先端技術展
－のHOKKAIDO WOODブースで（株）新宮商行の
高断熱木製窓が展示されました。そこで，木製窓生産
を担当されている乙丸氏，展示会出展を担当された中
南氏にお話を伺いました。（文責：普及協会・菊地）

１．はじめに
当社は木材販売および土木建築請負業として1906
年に創業し，「森をはぐくみ，木を活かす」をモッ
トーに木に携わってきました。現在，小樽市銭函と釧
路市新釧路町の2工場で木製品を製造し，全国で約
5,000haの社有林を経営し，国内外の林業用機械を取
り扱うことで林業機械化の一翼を担っています。
扱っている木製品は，主に住宅用の内外装材，床
材，集成材，室内ドア，玄関ドアそして窓となってい
ます。窓は，1970年代の初頭に当社の2代目社長が北
欧の木製窓を現地で見たことが取り扱うきっかけにな
りました。当時，北海道の窓はアルミサッシが主流で
したが，それは断熱性に乏しく，冬期間の結露や結露
水の凍結が悩みの種となっていました。一方，北海道
と同様の寒冷地である北欧では木の断熱性を活かした
木製窓が主流でした。そこで，当社では北海道の住宅
に適した木製窓の開発・製造をめざし，世界中の木製
窓を集め，その技術を研究するところから始めまし
た。50年前のことになります。5年間ほどかけておお
よその仕様を固め，さらに5年かけてラインナップを
整え，1980年4月に木製窓「オリンピアウィンドウ」
の販売を開始しました。以来40年以上，検証・改
良・工夫を重ねながら，寒冷地の建物に適した木製窓
の供給を続けてきています。

2．窓の仕様
2.1　窓の形状
　窓は，求められる機能やデザインに応じ，その種

類はきわめて多様です。当社が提供している窓の種類
は表1のとおりです。

2.2　材料の種類
窓に使用している材料は表2のとりです。

木材を屋外で使用する場合，耐久性の維持が大きな
課題で，木製窓についても同様です。木製窓の屋外に
面する部位の風雨やカビなどの微生物による劣化を防
ぐため，耐候性に優れる塗料の検索，木材の防腐処
理，アルミ板による被覆など，さまざまな検討を行っ
てきました。その結果，たどり着いたのがローステッ
ドアッシュとホワイトアッシュの積層材です。
ローステッドアッシュとは，ホワイトアッシュを約

190℃の高温で加熱した木材になります。薬剤は一切
使用せず，熱を加えるだけです。それによって，自社

ひだか南森組では，何樹種くらいの広葉樹をストッ
クしているのでしょうか。林産試験場は2022年10月
から12月に，広葉樹の「はい」の一部で樹種判別調査
を実施しました。チップ用原木930本のうち，末口短
径が30cm以上の原木は194本（約20%）で，ミズナ
ラやクリ，イタヤ，エゾヤマザクラ等19種が確認さ
れました（表1・図1）。なお，木口や樹皮の劣化が激
しく，判別困難だった個体は「不明」としています。

この結果は一例ではありますが，ミズナラやカンバ
類以外にも多様な樹種が出材し，中径材が森林組合構
内にストックされていることがわかります。日高地域
で安定的に出材する樹種については，トドマツ人工林
内（特に高齢林内）での広葉樹資源量を，林業試験場
が中心となって継続的に調査中です。
次に「様々な樹種で製品を作っても売れるかどう
か」についてはどうでしょうか。林産試験場では，日
高産の広葉樹でボールペンを試作し，消費者の選好試
験を実施することにしました。

■日高産広葉樹ボールペンの試作
現在，林産試験場では，ひだか南森組にストックさ
れたエゾヤマザクラやアサダ等の材質試験をしていま
す。その試験の端材を木工クラフト工房・レーザー
ウェーブ（千歳市）に持ち込み，木製ボールペンに加
工していただきました（写真3）。

完成したボールペンのうち，エゾヤマザクラ・ヤチ
ダモ・ハルニレ・アサダの4樹種を「購入するとした
らどれが良いか」という選好試験に用いることにしま
した。実際に販売はしませんが，製品化に向けた試験
ということで，レーザーウェーブには1本2,000円とい
う参考価格を提示していただきました。

4樹種のボールペンはそれぞれ特徴があり，色の濃
さではハルニレ＞ヤチダモ＞アサダ＞エゾヤマザクラ
の順であり，重さではヤチダモ＞アサダ＞ハルニレ＞
エゾヤマザクラの順でした。同じ個体から作られた
ボールペンであっても，心材部と辺材部では色や重さ
が異なり，木目の出方や手触りに差がありました。そ
のため4樹種のボールペンを各1本ずつ展示し，実際
に見るだけではなく，自由に触れてもらって選んでい

ただく，という調査方法としました。

■東京でのボールペン展示と調査（2023年8月）
2023年8月に東京ビッグサイトにて実施された

WOOD COLLECTION 2023「JAPAN ReWOOD
（ジャパン・リウッド）」は，国産材の新たな木材需
要を喚起し，利用拡大を図るための展示商談会で，冬
のモクコレよりも親子連れなど一般客層をターゲット
とした催事です（写真4）。その北海道ブースに出展し
たレーザーウェーブのスペースの一部をお借りし，道
木連が所有するひだか南産のエゾヤマザクラ・ミズナ
ラ・ウダイカンバの耳付き板とともに，先述の4樹種
のボールペンを展示し，選好調査を開始しました。

ボールペンの横に「広葉樹低質材を燃やすよりも，
欲しい方に届けたい。北海道産広葉樹の魅力を知って
ほしい。製品開発にあたり，あなたのご意見を聞かせ
てください」という主催者メッセージを掲示しました。
当日，レーザーウェーブのブースには約150名の方
が来場し，うち50名の方にアンケートにご協力いた
だきました（写真5）。

■調査結果１「どの樹種がお好きですか」
アンケート回答者50名がどこから来場したか，お

よび来場目的を示します（図2）。ほとんどの方が関東
地方からの来場で，一般客が約7割を占めました。

回答者は，国産材の販路拡大イベントに来場してい
ることから，もともと木材を好む傾向の母集団と推察
されます。一般客が多く，商談を目的に訪れたいわゆ
る木材のプロは少ないことから，この調査により“木
材を好むが，専門知識はそれほど多くない消費者層”
が製品を購入する際の選好を把握できると思われます。
調査項目は以下のとおり全3問としました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第1問：北海道産広葉樹4種（アサダ・エゾヤマザク
ラ・ハルニレ・ヤチダモ）で木製ボールペンを試作し
ました。実物をお手に取っていただき，「一番好きな
樹種」と「二番目に好きな樹種」を教えてください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

第1問の回答結果を図3に示します。“一番好き”な樹
種（棒グラフの色の濃い部分）の有効回答は50名
で，そのうちハルニレが24名と突出して多くなりま
した。他の3樹種は７名から10名で，ほぼ同じくらい

でした。“二番目に好きな樹種”（棒グラフの色の薄い
部分）の有効回答は35名で，「一番好きな樹種がはっ
きりしていて，他の樹種は選びたくない（二番目以下
はない）」という回答者が15名いました。この“二番
目”も考慮すると，好まれた樹種はハルニレ＞エゾヤ
マザクラ＞アサダ＞ヤチダモ，の順となりました。
次に，その樹種を選んだ理由（好きな特徴）につい
て複数回答で尋ねた結果を表2に示します。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第2問：前の質問について，あなたが好きだと考え

た特徴を教えてください（複数回答可）。
①色　②木目・年輪　③手ざわり　④重さ　⑤全体
の風合い　⑥その他
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ハルニレが好まれた主な要因は，「色」と「全体の
風合い」となりました。同様にエゾヤマザクラは
「色」，アサダは「手ざわり」が最も多く，ヤチダモ
には明確な傾向は見られませんでした。一方で，ヤチ
ダモの「その他」2名の回答に「（元巨人軍の）王貞
治選手のバットと同じ樹種だから」との理由が見られ
たのが特徴的でした。

■調査結果2　「購入されるならどれですか」
ヤチダモの例に見られるとおり，実際のボールペン
を見て触って選ぶ以外にも，選好結果に樹種の持つ
“物語性”が影響を与える可能性があることが予想され
ます。最終問の第3問目は，樹種ごとの追加情報を次
のように記載し，最終的にどれを選ぶかを聞きました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第3問：4種類それぞれの樹種には，以下のような特
徴があります。それを踏まえて，最終的に購入される
樹種を一つを選んでください。

（1）アサダ
白からうす紅色をした，なめらかな材で，北海道が
主産地の広葉樹です。近年，資源が少なくなってきて

います。古くから珍重され，神社仏閣に使われてお
り，国宝である宮城県の大崎八幡宮はアサダが多く使
われています。
（2）ヤチダモ
湿った場所を好む広葉樹です。まっすぐで使いやす
く，家具や楽器にも使われてきました。北海道の旭川
駅の内装にはヤチダモが使われています。
（3）エゾヤマザクラ
北海道を代表するサクラで，薄紅色の花を4月から

5月につけます。ソメイヨシノよりも濃い色で，山の
斜面に多く分布します。これまで家具や彫刻などに多
く使われてきました。
（4）ハルニレ
肥沃な大地に生え，枝を大きく広げる美しい広葉樹
です。コマーシャルなどによく使われます。材は硬
く，かつては太鼓の胴など楽器に使われてきました。
北海道大学の構内に多く，「エルム」の名でも親しま
れています。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
回答者から見ると，選択肢（ボールペン4種類）は

全く変わっていませんが，それぞれに追加情報（物語
性）が加わったことになります。
回答者は，この第3問目の回答に一番時間をかける

傾向がありました。「申し訳ないけど，最初（第一
問）の答えと変えてもいいですか？」と尋ねる方もい
らして，もちろん結構ですと答えました。
結果として，第1問の回答から，熟考して樹種を変
えた人は13名となりました（表3の網掛け部分）。お
おむね4人に1人の割合です。13名のうちの3名は「一
番好きな樹種がはっきりしていて他の樹種は選びたく
ない」と答えていた人でした。
変更した理由として「北海道の桜が美しくて，ボー
ルペンを持ち歩いてみたくなった」「駅舎に使われる
ほど北海道の人に愛されている樹だと思った」「歴史
のある国宝の神社に使われるのと同じ樹を使いたいと
思った」などの回答が寄せられました。
これらは，物語性の付与が製品選択に与える影響が
小さくはないことを示していると思われます。

来場者が最終的に選んだ樹種は，回答者の多い順に
ハルニレ＞アサダ＞エゾヤマザクラ＞ヤチダモで（図

4），第1問と比べてアサダとエゾヤマザクラの順位
が逆転しました。

さて，最初の問いの「様々な樹種で製品を作っても
売れるかどうか」について，選好試験の結果，少なく
ともボールペンのような身近な文房具については，ナ
ラやタモに限らず様々な樹種に需要があるという可能
性が示されました。消費者が評価するポイントは色や
手ざわり，風合いなど複合的でした。また，樹種の追
加情報を付与することで，消費者の購買行動が変わり
うることが示されました。

■エゾヤマザクラのボールペン製品化へ
JAPAN ReWOODの北海道ブースの来場者で，文
房具メーカーの三菱鉛筆株式会社横浜事務所の方が，
エゾヤマザクラの耳付き板とボールペンに興味を示し
てくださいました。
催事終了後に，千歳市のレーザーウェーブに製品化
の商談に見えましたが，残念ながらレーザーウェーブ
の生産体制では対応が困難という結論になりました。
その後，林産試験場より三菱鉛筆北海道販売株式会
社に，広葉樹ボールペン展示に至るひだか南森組の取
組の経緯をお伝えし，資源量に関する知見や今回のア
ンケート結果等を情報提供しました。また，日高産広
葉樹の数樹種のサンプルをお渡ししました。
その後，三菱鉛筆北海道販売株式会社は，サンプル
から製品を試作するとともに，道木連やひだか南森組
と交渉を重ね，2023年11月，日高産エゾヤマザクラ
をグリップ部のパーツに使ったJETSTREAM4＆1
ボールペンの製品化を決めました。

JETSTREAM４＆１は赤・青・緑・青の4色ボール
ペンです（写真6上）。パッケージにはエゾヤマザクラ
の写真が施され（写真6下），「北海道日高産蝦夷山桜
使用」と表示されています。三菱鉛筆北海道販売株式
会社は「春は卒業，入学，進級，就職など新生活が始
まる節目の季節です。大切な方へのプレゼント，ご自
身へのご褒美など，この季節にふさわしいヤマザクラ
のペンを是非お手に取ってください」とコメントして
います。
このボールペンは2024年3月中旬から北海道内で限

定販売されており，取扱店は，北海道内のコーチャン
フォー6店舗，大丸藤井セントラル（札幌），イオン
北海道の一部店舗となっています。
サクラ類は，シウリザクラが窓枠に使用されるな
ど，一部を除けば道内での用途開発は限定的でした。
その意味で，今回のエゾヤマザクラボールペンの製品
化は日高の地元関係者らにとって喜ばしく，その売れ
行きに注目しています。

■おわりに　
今回は，ひだか南地域の山の資源（出材する樹種割
合）から文房具の試作と展示，製品化までを紹介して
きました。ナラやタモは，家具材や床材として昔から
評価が高い樹種です。一方で，広葉樹をもっと多様な
用途に向け，製品特性にあった樹種を提案すれば，人
気樹種以外でも販路拡大は見込める，という結論とな
りました。実際に2020年以降，ひだか南地域の広葉
樹は，イタヤカエデやキハダ，アサダやエゾヤマザク
ラなどが和弓や食器類で製品化するなど，取引材積は
小規模ながら，徐々に販路拡大しています4）。
イタヤ・キハダ・アサダ等は，天然林から品質の良
い大径材が出材した1980年代頃までは，多くの広葉
樹製材工場で扱われていた樹種です5）。1987年の時点
の北海道には，年間100m3以上の広葉樹を挽く工場は
430社ありました。イタヤは楽器やスキー板やボーリ
ングのピンに，キハダは仕組板や家具や彫刻に，アサ
ダはフローリングや家具に使用されていました。その
後，良材の減少とともに広葉樹製材工場と加工の担い
手が激減しました。現在では物流がほぼ途切れてし
まったと言えます。北海道の多様な樹種がもう一度見
直されるためには，これらのサプライチェーンをもう
一度構築していく必要があるのです。 
人工林の伐採が主体になった現在は，出材する広葉

樹は天然林時代よりも細く，何らかの欠点を持ってい
ることが大前提となります。その上で「広葉樹低質材
の特徴を活かして上手に使い，得られた利益を山に還
す」という新しいコンセプトでひだか南森林組合が販
路を拡大できるよう，林産試験場と道木連でサポート
していきたいと考えています。
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■はじめに
ひだか南森林組合（以下，ひだか南森組）では，
チップ用原木として集荷した広葉樹低質材から製材と
して価値ある原木を選別し，2020年より加工して，
希望者に販売してきました1-2)。筆者らは，北海道の
広葉樹低質材の高付加価値化に向けたその取組を本誌
2022年2月号と5月号で紹介してきました。今回が第3
回目となります。
第1稿では原料の効率的な集荷方法と新たな販路の
開拓ルートについて紹介しました3)。第2稿では，広
葉樹挽き板の展示即売会の状況や，節や曲がりなど広
葉樹の欠点に対する消費者の意識についてまとめまし
た4)。本稿では，日高産の広葉樹で試作したボールペ
ンと，それに対する消費者の好みについて東京で実施
した調査と，ボールペンの製品化までの道程について
紹介したいと思います。

■チップ事業～広葉樹耳付き板製材の流れ
ひだか南森組は2002年，様似町，えりも町の森林

組合が合併して設立されました。ひだか南森組は現
在，新ひだか町・様似町・えりも町の3か所にチップ
原料を集荷する拠点を持っており（写真1），その拠
点で生産されたチップのうち約95%を王子グリーンエ
ナジー江別（株）に出荷しています3)。
チップ原料の中には，トドマツ人工林の伐採の際に
出材する広葉樹侵入木や，里山二次林（集落跡地な
ど）から出材する樹齢100年を超える広葉樹原木が含
まれており，組合員から「燃やすのはもったいない」
という声が多くありました。そこで，チップ原料の
「はい」の中から，“製材として利用できそうな原木”
を選木して（写真2），耳付き板に加工し，要望する
方に渡った方がチップで燃やすよりも良いのではと考
え，2020年に製材施設を整備しました。その後は，
ウッドショックによる輸入広葉樹材の激減や，ウイス
キーやワイン樽向けの広葉樹需要の増加等を背景に，
少しずつ広葉樹の取引量を伸ばしています。多様な広
葉樹の商流開拓が，ひだか南森組の目標です。

製材した耳付き板は，旧小学校プールを利用した施
設で天然乾燥させ，一部は外部に委託して人工乾燥さ
せます。そして森林組合構内の常設展示場や，地元で
の即売会，札幌・東京での催事等で販売してきました3)。

■ひだか南森組でストックしている広葉樹樹種
北海道木材産業協同組合連合会（以下，道木連）は

2020年からひだか南森組の取組の支援を開始しまし
た。林産試験場は2022年から出材樹種の調査を開始
し，翌年からは林業試験場も加わり研究課題化して継
続的なサポートをしています。
広葉樹販売開始以来，ひだか南森組への問い合わせ
が最も多く，需要が集中する樹種はミズナラです。筆
者らも，ひだか南に来場する木工クラフト工房の方々
より「広葉樹を扱う製材工場の方から，道内で安定的
に出材するのはナラとカンバだけと聞いた」，「北海道
と言えばナラかタモ，という客が多く，その他の樹種
に挑戦して製品が売れるか不安」との声を聞きました。

写真2　木外装にマッチした木製窓
設計：(株)アカサカシンイチロウアトリエ

施工：(有)大元工務店

左：ベイヒバ集成材，中央：カラマツ，

右：ホワイトアッシュ・ローステッドアッシュ積層材

写真3　木と暮らしの情報館に展示している窓

表6 木と暮らしの情報館での展示窓 

窓の種類 材料 
FIX窓 カラマツ 

回転窓 ホワイトアッシュ・ローステッド

アッシュ積層材 
回転窓 ベイヒバ集成材 


